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0 はじめに

「幾何」 は, geometria の冒頭の $\mathrm{g}\mathrm{e}\mathrm{o}$
- を音訳したものであるという説が, 昔から広く流布

している. この俗説は, 発音からみても意味からみても誤りである. その論証は, 中国学の

基本的な訓練を受けていれば, 難しいことではない. また, その際の基本的論点は既に与え

られており, 例えば, 明暗清初における Euclid『原論 $\text{』}$ の受容を扱った P. Engelfriet の大著
の中にも見える (1). しかし, これらの論点は, 中国学の研究者以外に対してはあまり知られ

ていないようであり, また, 科学史研究者が述べる論証には, 言語学に関して委曲を尽くし

たとは言い難いところも残る. したがって, 屋上屋を重ねることになるけれども, ここで俗

説が誤りである理由を改めて詳細に提示しておきたい. 数学の教科書や啓蒙書を書かれてお

られる方々には特に, 以下の議論に留意されたうえ, 俗説を拡大再生産されることがないよ

うに, 筆者は希望するものである.

この稿の構成を述べる. まず第 1 節で, 16\sim 18世紀の中国語と満洲語の音声に関する先

行の諸研究に基づいて, 「幾何」 が geome廿 $\mathrm{i}\mathrm{a}$ の音訳ではあり得ないことを論証する. 第 2
節では, 明末紙漉のイエズス会士によって著された漢文・満洲文文献に基づいて, 「幾何」

は明返血初において geome廿$\mathrm{i}\mathrm{a}$ を意味しなかったことを論証する. 第 3節では, 19世紀前半

から中葉にかけてプロテスタント系の宣教師によって著された複数の英語-中国語辞書に基
づいて, 「幾何」 が geome廿 $\mathrm{i}\mathrm{a}$ を意味する語と了解されるに到った経緯を概観する. この節
の内容は, 講演後に増補したものである. そして, 結びでは, 俗説の発生した時期と担い手
に関する推測を述べる.

1 音声

17世紀における 「幾」 字の公式の発音 (いわゆる官話音) と, イエズス会士の geometria
の発音のあいだには, 如何なる関連もない. このことを論証するために, はじめに 「幾」 字
の発音を考察し, つぎに geome廿 $\mathrm{i}\mathrm{a}$ の発音を考察する. 議論に入る前に, 中国語の音韻に関
する術語を思い起こしておく. 中国語の 1 音節は, 一般に $(\mathrm{C}\mathrm{V})\mathrm{V}(\mathrm{S})$ のかたちをしている.
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ここで $\mathrm{V}$ は母音であり, $\mathrm{C}$ は子音であり, $\mathrm{S}$ は母音または子音である. 「 $()\text{」}$ で括った音

は, 省略されることがあり得る部分である. このひとつの音節 ( $\mathrm{C}\mathrm{V}\rangle \mathrm{V}(\mathrm{S})$ を $(\mathrm{C})+(\mathrm{V})\mathrm{V}(\mathrm{S})$ と

2 つの部分に分解し, 冒頭の子音 (C) を声母, 後続する母音などの群 $(\mathrm{V})\mathrm{V}(\mathrm{S})$ を韻母と呼ぶ

ことが, 中国語言語学では伝統的に確立されている術語である.
中国語音韻史では周知の事実であるが (2), 近世の中国語北方諸方言では, 無気または有気

の軟口蓋閉鎖音 $[\mathrm{k}],$ $[\mathrm{k}^{\mathrm{h}}]$ が, 直後に母音 $[\mathrm{i}]$を伴う場合に (3), それぞれ無気または有気の歯茎

硬口蓋破擦音 [El, $[\mathrm{t}\mathrm{G}^{\mathrm{h}}]$ に組織的に変化した. 無気または有気の歯茎破擦音 $[\mathrm{t}\mathrm{s}],$
$[\mathrm{t}\mathrm{s}^{\mathrm{h}}]$ も, や

はり直後に母音 $[\mathrm{i}]$を伴う場合に, それぞれ無気または有気の歯茎硬口蓋破擦音$[\mathrm{t}q]$ , $[\mathrm{t}q^{11}]$に組

織的に変化して, 以前の軟口蓋閉鎖音と合流した. 後続する母音に影響されて, 先行する子

音の調音点が変化したものとみられる. 前者の変化は硬口蓋化と呼ばれており, 多くの言語

の歴史的変化において観察されている. ラテン語のカエサルがイタリア語のチェーザレに変

化したことを, 想起されたい. これらの変化は, 北京語では清の乾隆年間には完了したと見

られている. 福建や広東の言語では未だに起こっていない.

「幾」 宇の発音の声母は, これらの変化が起こった場合に該当しており, 無気軟口蓋閉鎖

音 $[\mathrm{k}]$ から無気歯茎硬口蓋破擦音 $[\mathrm{t}\varphi]$ に変化した. したがって, 現代北京語で $[\mathrm{t}\varphi]$ であるこ

とからただちに, Matteo Ricci と徐光啓にとっても $[\mathrm{t}\not\in]$ であったと結論することは不可能で

ある. 「幾何」 の発音を議論するに際しては, 硬口蓋化が始まった時期と地域を綿密に検討

した上で (4), Eudid『原論 $\text{』}$ が翻訳されて万暦『幾何原本』 として出版された時期との前後

関係を, 明らかにしなければならないのである.

イエズス会士 Nicolas Trigault (中国名金砂閣, . $1577\sim 1628$ ) が著した『西儒耳目資』

(1626年刊) では, 南京地区の官話音について, 声母をつぎのように分類する :

$\mathrm{p}$

$[\mathrm{p}]$ 血 $\mathrm{g}$ [勾] 額

$\mathrm{I}\mathrm{p}$

$[\mathrm{p}^{\mathrm{h}}]$ 塊 $\mathrm{h}$
$[\mathrm{x}]$ 黒

$\mathrm{m}$ $[\mathrm{m}]$ 変山 $[ \mathrm{t}_{5}/\mathrm{t}\int]$ 者

$\mathrm{f}$ $[\mathrm{f}]$ 曲’出 $[\mathrm{t}_{\mathrm{B}^{1}}7\mathrm{t}\mathrm{j}^{41}]$ 祉

$\mathrm{v}$
$[\mathrm{v}]$ 物 $\mathrm{x}$ [5川石

$\mathrm{t}$ $[\mathrm{t}]$ 徳 $\mathrm{j}$ $[\mathrm{z}j3]$ 日

$\prime \mathrm{t}$ $[\mathrm{t}^{\mathrm{h}}]$ 武 $\sigma$
$[\mathrm{t}\mathrm{s}]$ 瀬

$\mathrm{n}$ $[\mathrm{n}]$ 女 $’\sigma$
$[\mathrm{t}\mathrm{s}^{\mathrm{h}}]$ 瀬

1 [月 主 $\mathrm{s}$
$[\mathrm{s}]$ 色

$\mathrm{k}$ $[\mathrm{k}]$ 格 $[\emptyset]$ 紙塩出

$1\mathrm{k}$ $[\mathrm{k}^{\mathrm{h}}]$ 克

第 1 列のラテン・アルファベットは, Trigault による表記である. 第 2列の発音記号は, 葉
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宝奎の記述にしたがった (5). 第 3 列の漢字は, 第 1 列で挙げた声母を含む字の代表として,

Trigault によって提示されているものである.

『西儒耳目資』では, 「幾」 字の音の声母 (6)は 「格」 部に属し, 韻母 (7)は 「衣」 部に属

し, 結局 「幾」 字の音は全体では ki (これは Trigault による表記) の清平に属している (8).

したがって, 「幾」 字の音の子音は無気軟口蓋閉鎖音 [$\mathrm{k}1$ であり, 未だ歯茎硬口蓋破擦音

$[\mathrm{t}q]$ には変化していない.

また, 1690 年頃に清の康煕帝に命ぜられて, イエズス会士が, Ignace Pardies (1636\sim

1673) の教科書 El\’enzens de Giomitrie に基づいて満洲語で著した『満文幾何原本』では, 書

名「幾何原本」 を満洲文字で $\mathrm{g}\mathrm{i}\mathrm{h}\mathrm{o}$ yuwan ben と表記する (9). ここでの満洲文字鮮の発音が
問題となるが, 18世紀前半の W満漢字清文啓蒙』では, 「字をきちんと発音して読む」 と

付記して満洲文字 $\mathrm{i}^{\mathrm{i}}$ の発音と区別しているので (10), 公式的な発音は軟口蓋閉鎖音であった

と考えられる. 17世紀前半に書かれた『旧満洲楷』の無二点字梢案からは, 当時の中国語

北方諸方言において軟 $\text{口}$蓋閉鎖音と硬 $\mathrm{D}$蓋破擦音の混同が進行中であった形跡がみえるが
$\langle$ 11), 学術書の発音は保守的なものを採用したであろうことを考えれば, やはり $\mathrm{g}\mathrm{i}\mathrm{h}o$ yuwan
en「幾何原本」 の満洲文字 $\mathrm{g}\mathrm{i}$ の発音は, 軟口蓋閉鎖音であったと思われる.

焚三三『五方元音』 (順治 11年頃\sim 康煕 3年頃成立) や勅撰『音韻關微』 (康煕 $54\sim$雍正

4年成立) の北方の官話音でも, 軟口蓋閉鎖音 $[\mathrm{k}],$ $[\mathrm{k}^{\mathrm{h}}]$ の硬口蓋化は正しい発音としては許

容されていないことを, 注意しておく.

つぎに, geome廿 $\mathrm{i}\mathrm{a}$ の発音を考える. Engelfrietが既に指摘していることであるが (12),

Frangois Furtado と李之藻が訳した論理学書『三二探』 (1631年刊) では, geome廿 $\mathrm{i}\mathrm{a}$ を

「二二黙第三」 と表記する. また, syllogism を「細落三門模」 と表記する. Giulio Aleni が

著した西欧学術の概説書『西二二』では, logica を「落日加」 , ffieologia を「随禄日亜」 と

表記する. ところで『二二耳目資』では, 「田 字や 「世」 字の音の子音部分は 「格」 部に

も「克」 部にも属さない (13). したがって, 二二イエズス会士らによって, ge-や -gi- の子音
が軟口蓋閉鎖音として発音されることはほぼなかったとみられる (I4). また, 前掲の二三の

分類をみればわかるように, 「剛 部は, 「幾」 字の音の声母が属する 「格」 部とは別個に

立てられていることから, geometria の表記「四阿黙第亜」 の官話音は, 「幾何」 の官話音

と明瞭に異なるものとして意識されていたことがわかる. したがって, 「幾何」 の官話音で

の発音は geome廿 $\mathrm{i}\mathrm{a}$ の発音と無関係であり, かつ, 前者は後者の音訳にはなり得ないこと

が, 結論される. 福建や広東などの地での 「幾何」 の発音が geometria の発音と通記する可
能性も, 硬口蓋化がこれらの地の言語では未だに起こっていないことから, 否定される.

2 意味

「幾何」 は, 明末清初のイエズス会士にとっては, Aristoteles 哲学における 1O種類の範
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躊のうちのひとつ, 「量」 を意味する単語であった. Engelfriet は万暦『幾何原本』第一巻
の冒頭を引いてこのことを指摘するが (15), 実はこれについては Aleni $\beta$文学凡 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ に明文が存

在する. 『寸時凡』では 「理学」 philosophia を解説して,

理学者。義理之大学也。 ......初一年学落日加。 ......総包六大門類。 ......一門是十宗論。

即天地間万物。十宗府。一謂自立者。如天地人物。 $\ovalbox{\tt\small REJECT}\overline{\prime 1}$依頼者。不能自立。而有所頼焉

$\blacksquare$成。 自立。 独有一宗。依頼。 野分為九。 如君臣

父子等。 三等特写。 如黒白冷熱甘苦等。四為作為。如化傷言行等。 五為抵受。如被化受

傷等。 六三何時。 如昼夜年世等。 七回何所。 四郷州庁位等。 八為体勢。財力坐伏側等。

九州得用。 如用抱門。 如得田特等。

という (16) (傍線は引用者による) , 「十宗府」 は Aristoteles 哲学の 10種類の範疇を意味す

るが, そのうちのひとつとして, 「一三幾何」 と述べ, 具体例として「三尺・寸. –, 十

等」 , つまり連続量の尺度としての尺・寸や, 離散量の代表としての自然数 1, 10 を挙げて

いる.

『西学凡』ではさらに, philosophia 「理学」 の教育課程を解説して,

第四年。 総理三年之学。 又加細論。幾何之学。 与修斉治平之学。
..... 蓋斐

録本論其性情変化。而罵得璃第加。独三品二形之度与数。 度其三者。以為幾何大。数其

虚者。 以為幾何衆。 然度数或脱物体而空論之。則記者二二法家。度下立量法家。或二者

在物体而楷其物論之。 則数者。在音声相済為和。立律呂家。 度者。 在動天転運為時。 立

暦法家。 而各家始分流別派契。 $\ldots\ldots$

と述べる (17) (傍線は引用者による) . 「馬得馬第加」 については「生得瑠第加」 という表

記も見えるが, 何れにせよ mathemafica の音写であることは明らかである. 「幾何之学」

は mathemafica であり, 「幾何の道を察する」 ことであるという. また, それに続く引用

部分からは, 「幾何之学」 が, 理論としては離散量と連続量の研究をともに含み, 応用とし

ては音律と天体運動の研究をともに含むことと, その結果, 単なる測量の学問または技術に

は限定されないことが, 結論される. まとめると, 明末のイエズス会士の共通認識において

は, 「幾何」 という語は数学的対象としての量一般を意味し, 「幾何之学」 という語は今日

の数学全体 mathemafics を意味していた. 今日のいわゆる幾何学 geomehy のみを意味する

語ではなかったのである.

また, 先に言及した『満文幾何原本』の序文は, 書名 「幾何原本」 を説明して, ton-i

sekiyen sere gism「数の源流ということばである」 という (18). 筆者が『満文算法原本 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 東

洋文庫本の用例を検討した結果では, 「図形の源流ということばである」 と言うつもりなら

ば, arbun-i sekiyen sere gisun と記さなくてはならなかった. つまり, 康煕年問のイエズス

会士にとっても, 「幾何」 は数学的対象一般を意味する語であり続けたと, 結論される.
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3 19世紀以後

「幾何学」 が現在のように geomehy を意味するに到った経緯を, プロテスタント系宣教

師によって 19世紀前半から中葉にかけて著され, 中国や日本に大きな影響を及ぼした $(19\rangle$ ,

3種の英語-中国語辞書に基づいて概観する $\mathrm{t}20$).

geonetry と mathematics と quantity の 3 つの語について, $\mathrm{R}$ . Morrison の $A$ Dictiortary of
Chinese Language (1815\sim 1823年刊)(20ではそれぞれ以下のような説明を与える :

GEOMETRY, the principles of geometry and trigonometry, as explained in geometrical

figures, 幾何原本 $\mathrm{k}\mathrm{e}\mathrm{h}\mathrm{o}$ yuen $\mathrm{p}\mathrm{u}\mathrm{n},\mathrm{t}\prime \mathrm{h}\mathrm{e}$ principles of quantity.’

MATHEMATICS, or ffie science of mumbers, 翠黛 swan $\mathrm{h}\ddot{\mathrm{e}}\dot{\mathrm{o}}j$ 算法 swan $\mathrm{f}\dot{\mathrm{a}}$ . Mathematics,

there is awork in 49 volumes called 藪出精薙 soo le tsing $\mathrm{y}\mathrm{u}\mathrm{n},$ which containd the

mathematical science of Europe at the beginning of the 18th century.

QUANTITY, what, how much? 幾多 $\mathrm{k}\mathrm{e}$ to; 多少 to shaou; 若干 $\mathrm{j}\dot{\mathrm{o}}\mathrm{k}\mathrm{a}\mathrm{n}$. Quantity (or the

measurement of it) the principles of, 幾何原本 $\mathrm{k}\mathrm{e}\mathrm{h}\mathrm{o}$ yuen $\mathrm{p}\mathrm{u}\mathrm{n}$ .

W. H. Medhurst の English and Chinese Dictionary (1847\sim 1848年刊) (22)では以下のような

説明を与える :

GEOMETRY 丈量地法 ch&g l\"e\’ang $\mathrm{t}\mathrm{e}$ $\mathrm{f}\dot{\mathrm{a}}j$ the principles of geome廿 $\mathrm{y}$ 幾何原本 k\‘e h\^o yuen
p\‘u $\mathrm{n}$.

MATHEMATICS 算學 sw\’an h\"e6, 籔理 so\’o l\‘ej mathematical ins廿 uments 規矩 kwei ke\‘u $j$

mathematical tables 暦象 le\‘ih $\mathrm{s}" \mathrm{a}\mathrm{n}\mathrm{g}j$ mathemaficians暦家 $1\mathrm{e}i\cdot$ k\"ea.

QUANTITY, what? 多少 to shaotz, 若干 $\mathrm{j}\dot{\mathrm{o}}$ kanja certain quanfity 額籔 $\mathrm{g}\mathrm{i}\cdot$ so\’o.

W. Lobscheid の English and Chinese $D\mathrm{i}ctiona?\gamma$ (1866\sim 1869年刊)(23)では以下のような説

明を与える (引用に際して, 説明文に注記される広東語の発音は省略した) :

Geome廿 量地法 Liang t\’i f\’ah, 量地之法 Liang t\’i chi f\’ahj the $\mathrm{p}\mathrm{r}i\mathrm{n}\mathrm{c}\mathrm{i}\mathrm{p}\mathrm{l}\mathrm{e}\mathrm{s}$ of geometry, 量
地之理 Liang t\’i chi $1\acute{1}$, 幾何原本 Ki $\mathrm{h}\mathrm{o}$ yuen punj geometry and 廿 igonome廿 y,

trigonomehy, 方田晶出 F\’ang $\mathrm{t}’\mathrm{i}\mathrm{e}\mathrm{n}$ h\’u $\mathrm{k}\mathrm{o}\mathrm{h}$.

Mathematics $\mathfrak{F}\ovalbox{\tt\small REJECT}$ S\’u hiohj pure mathematics,清藪學 $\mathrm{T}\mathrm{s}’\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{g}$ s\’u hioh; mixed ditto,雑激學

Tsah s\’u hioh.

Quantity, 多少 To sh\’au, 多寡 To kw\’aj afixed quantity, 額 Geh, 定額 Ting $\mathrm{g}\mathrm{e}\mathrm{h}$, 額籔 Geh
$\mathrm{s}\mathrm{u}^{J}j$ what $\mathrm{q}\mathrm{u}\mathrm{a}\mathrm{n}\mathrm{t}\mathrm{i}\mathfrak{h}^{7}$. 幾多萌$\mathrm{L}$ 多少 To shfiu, 若干 $\mathrm{J}\mathrm{o}\mathrm{h}$

$\mathrm{k}\mathrm{a}\mathrm{n}$;avery large quantity, 太過
$\mathrm{T}’\acute{\mathrm{a}}\mathrm{i}\mathrm{k}\mathrm{w}\mathrm{o}$, 過多 $\mathrm{K}\mathrm{w}\mathrm{o}$ to, 十分多 $\mathrm{S}\mathrm{h}\mathrm{i}$ fan to; $\mathrm{a}$ small quanfity, 少 Shiu; aporfion, 一分
Yih fan; the quanfity of asyllable, 音之長短 Yin chi $\mathrm{c}\mathrm{h}’\acute{\mathrm{a}}\mathrm{n}\mathrm{g}$ tw\’anj what is limited
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quantity, 限量幾多 Hien liang $\mathrm{k}_{\acute{1}}$ to.

Morrison の辞書では, geometry の項目で, ffie principles of geome廿 and trigonometry
が説明されている書籍として『幾何原本』が挙げられており, その書名が’the principles of

quantity’ と翻訳されている. ここでの 「幾何原本」 への言及は, Morrison の辞書で書名を

引用する体例にしたがっており, 「幾何」 が geome廿$\mathrm{y}$ に対応することを意味するわけでは

ない. また, quantity の項目でも名詞「幾何原本」 に言及し, the principles of quantity の

訳語に充てていることに, 注意されたい. 明末清初にイエズス会士が 「幾何」 に与えた意味

「量」 を, Morrison は正しく理解していた (24). Morrison は, 本格的な英語-中国語辞書を

初めて編纂するに際して, イエズス会士の業績にも充分に目配りしつつ, 作業を行なったの

であろう. また, geometry の訳語を特に挙げていないところを見ると, geometry に対する

適切な訳語に関して, Morrison には確信がなかったように推測される.

Medhurst の辞書では, Morrison の辞書と同じ $\text{く}$ geometry の項目で, 名詞 「幾何原本」 に

言及するが, これは the principles of geometry の訳語としてであって, quantity との関連に

はいっさい触れない. また, quantity の項目には「幾何原本」への言及がない. したがって

Medhurst の辞書の読者は, 「幾何」 が $17\sim 18$世紀には quantity の訳語であったことには気

付けなかったはずである. なお, Medhurst の辞書の刊行年 1847\sim 1848年は洋務運動の開

始に 10数年先立っており, Alexander Wylie と李弓馬による数学書の翻訳活動にも先行して

いることを (25), 注意しておく.

Lobscheid の辞書は, 名詞 「幾何原本」 の扱いについてはMedhurst の辞書を踏襲し, the

principles of geome廿 $\mathrm{y}$ の訳語としてのみ言及する. この辞書の記述から 「幾何」 と quantity
とのあいだの密接な関係について窺うことは, もはや不可能である. 「幾何学」 が現在のよ

うに geome廿 $\mathrm{y}$ を意味するに到ったのは, Lobscheid の辞書の影響力によってのことであっ

たと, 推測される. なお, 余談になるが, maffiemafics め項で pure maffiematics の訳語と

して 「清数学」 を充てるのは, Lobscheid またはその周辺による創造ではあるまいか.

第 1 節と関連して, これら 3種の英語-中国語辞書での「幾何原本」 の発音の表記におい

て, 「幾」 字の音の徳性がまだ硬口蓋化していないことを注意しておく. これらの辞書の官

話は, 南京地区の官話である (26).

Medhurst の辞書での記述の源が, ミッション系の学校における慣用にあったことは充分

考えられるが, これは教会史や教育史の研究者に問い合わせるべき問題であろう.

4 おわりに

この小文の第 1 節では, 「幾何」 の発音が明断清初のイエズス会士に対しては geome廿 ia

の音訳になり得ないことを, 観察した. 第 2節では, 「幾何」 が Aristoteles 哲学における

10範疇のうちのひとつである $\text{「_{}\ovalbox{\tt\small REJECT}\rfloor}^{\mathrm{H}}$ の訳語であったことと, 「幾何学」 が mathematica の
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訳語であったこととを, 観察した. 第 3 節では, 「幾何」 を geomehy にのみ関連づける習

慣が, 19世紀半ば以降に発生し定着したことを, 観察した. 最後に, 俗説の発生した時期

と提唱者に関する推定を記して, この稿を終える.

まず, 時期について. 「幾何」 の意味が geomehy と解釈されるのは, 19世紀後半以降の

ことである. さらに, 「幾」 字の音の声母が硬口蓋化し終えて, かつて軟口蓋閉鎖音であっ

たことが完全に忘れ去られた時期でなければならない. 葉宝奎によれば, これは南京地区で

は光緒年間以降のことである (27). 北方出身の教養のない中国人ならば, もっと早い時期に

「幾何」 の発音を geomehy と関連づけた可能性があるが, しかし提唱者の出身に関するこ

の可能性は, 西欧数学と早い時期に接触することができた可能性とは両立し難い. また, 第

2 節での引用文の発音表記をみればわかるように, Lobscheid の辞書でも硬口蓋化が完了し

ていない段階で記述がなされている. したがって, 俗説の提唱者が中国人以外ならば, 俗説

の発生した時期は, Lobscheid の辞書が使われなくなった時期以降でなければならない. 時

期の上限は, おそら <20世紀初頭か, あるいは 19世紀にしても世紀末のことと思われる.

1940年頃にはこの俗説が科学史文献に現れるので, 発生した時期の下限は第 2 次世界大戦
直前となる. この推定の上限は, 中国語に西欧諸語からの音訳が氾濫した時期と合致する.

俗説の提唱者について. 提唱者は, 伝統的な教養を備えた中国人ではないと思われる. 清

朝考証学の素養が少しでもあるならば, 音韻には注意したはずであり, また, 近世において

文言文が抽象概念を外国語の音写そのままで受け入れた例が極めて少ないことに気付いたは

ずであるからである. 南中国出身者も, 教養の有無に関わらず考え難い. 母語での「幾鋤

の発音が, ほとんどのばあいに, geomehy の発音から明瞭に離れているからである. カト

リック教会関係者でもないと思われる. カトリック教会関係者ならば, 偉大な先達であった

明心計初のイエズス会士が残した文献には注意したはずであり (28), また, N何『論意凡』

は『天学初函』の冒頭に収録されていて, 特に稀な書籍ではないからである. 以上の議論を

裏返せば, 提唱者として最も可能性が大きいのは, プロテスタント系の欧米人であり, その

つぎに考えられるのは (可能性はかなり小さいと見られるが) , 北中国の出身で教育をほと

んど国外で受けた中国人である.
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